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等）への見守り活動の取り組みの現状を把握するために聞き取り調査を実施した。［３］民生委
員（主任児童委員を除く）および自治会による、高齢者の見守り活動の実態を把握するためにア
ンケート調査を行った。［４］詳細な地域の実情を把握するために、地域の見守り関係者（自治
会長・老人クラブ会長・民生委員および行政関係機関等）を対象にワークショップ、シンポジウ
ムを実施した。［５］更に対象地域外の県内の特徴ある５市町を選定し、現状の取り組みを把握
するために聞き取り調査を実施した。また［６］考察する際の参考事例として、地域で見守り活
動を行っている先進地（京都市春日住民福祉協議会）の視察を実施した。 
本論文は全８章から構成されており、各章の概要は以下に示す通りである。 
第１章では、高齢者の取り巻く現状を捉え、見守り体制構築に向けた課題を整理し、研究の
方法と調査の方法を定め、研究の位置づけと構成を示した。 
第２章では、栃木県内の高齢化状況や高齢者施設の設置状況を整理し全容を捉えた。 
第３章では、第２章の結果を受け相対的に高齢化率の高い市街地・山間地・新興住宅地の３
対象地域を抽出し、対象地域の概要と高齢者を対象とした行政の取り組みを整理した。 
第４章では、民生委員への聞き取り調査および、アンケート調査の分析と考察から、活動の
配置や人口分布を定量的に把握した上で、個人情報や連携体制の課題を提言した。 
第５章では、自治会長へのアンケート調査の分析と考察から、自治会の活動実態や民生委員
等の他の団体との連携を定量的に把握した上で、身近な活動団体としての関わりを整理提言した。 
第６章では、対象地域の見守り関係者によるワークショップやシンポジウムを通し、特徴的
な活動事例や活動連携の重要性を整理提言した。 
第７章では、先進事例調査資料に基づき、先進地を選定し視察した調査報告である。地域の
多彩な社会関係資本が連携し合い、行政関係団体等がサポートする協力体制が整って地域一体と
なった活動に取り組み、持続的な発展が可能である事などを捉えた。 
第８章では、地域コミュニティによる高齢者の見守り活動の実態についてまとめ、見守り体
制構築に向けた整備指針を示した。 
